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グラフェンは sp2炭素によるハニカム構造をとる単層シート状物質であり、電気的、熱的、機械

的に高い特性を示す。酸化グラフェン（GO）は、グラフェン表面や端にカルボキシル基、ヒドロ

キシル基、エポキシ基、カルボニル基のような様々な酸素官能基をもつため、水に安定に分散す

ることができる。また、GO上に存在するこれらの酸素官能基を通して、様々な官能基を導入し合

成された GO 誘導体は、導入された官能基の種類によって異なる機能を示す。例えば、アルキル

鎖を導入すると GO誘導体の有機溶媒に対する親和性が向上することはよく知られており、GO誘

導体が有機溶媒に安定に分散できることで、GO 誘導体の応用範囲が広がるということが期待さ

れている。そこで本研究では、GO上のカルボキシル基やヒドロキシル基を反応の出発点とし、エ

ステル化反応を用いて GO誘導体の合成を試みた。 

原料として、modified Hummers 法によって合成された GO を用いた。GO とアルコールもしく

はカルボン酸を DMF 溶媒中で触媒である少量の硫酸とともに加熱撹拌し、24 時間反応させた。

アルコールとして C8H17OH, C12H25OH, C18H37OH を使

用し、カルボン酸として C3H7COOH、C7H15COOH、

C17H35COOHを使用した。反応終了後は、吸引ろ過及び

洗浄を行い、回収した。分散性を確認するために、得

られた GO 誘導体を水もしくは有機溶媒と混合し、30

分間超音波処理を行い、超音波処理直後、1時間後、24

時間後の分散性を目視にて評価した。GO誘導体表面の

化学組成は XPSによって確認した。 

Fig. 1に示すように、GOの XPSスペクトルと比較し

て、GO誘導体では Cに対する Oの比率が減少してい

る。これは、酸素原子に長いアルキル鎖が結合したこ

とを表している。また、GO誘導体はいくつかの有機溶

媒に安定な分散性を示し、水に対して低い分散性を示

した。これらの結果は、GO誘導体の合成がエステル化

反応によって達成されたということを示唆している。

今後、エステル化反応によって GO に様々な官能基を

導入することが期待される。 

03006009001200
Binding Energy (eV) 

In
te

n
si

ty
 

GO derivative 

O1s 

C1s 

03006009001200
Binding Energy (eV) 

In
te

n
si

ty
 

GO 

O1s 
C1s 

Fig.1 XPS spectra of GO and GO derivative 
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